





































奴」、(15)「封建論」、(16)「ローマの奴隷」、(17)「Malinowski Sex and Repression」、(18)







内容はコルブ A Study of Rural Society らの英文文献メモ。日本の近隣関係と neibourhood の
違いなどをコメントしている。またサンダーソンをひいて community の定義を検討してい
る（1950 年 2 月の記載あり）。(4)「On Rural Sociology」。内容はサンダーソンの Rural sociology 
and rural social organization、鈴木栄太郎、四宮恭二、福武直、塚本哲人らの文献メモ。rural 
community や socializaton、 leadership 等の基礎概念の検討をおこない、鈴木との比較をして
いる。(5)「原始社会研究覚書（Ⅰ）」。内容は以下の読書ノート。マリノフスキーの The Families 
in Primitive Psychology（松井了穏訳「原始的性生活ノ社会学ト心理学」）、Sex and Repression、
ゴールデンワイザーの Cultural Anthropology（米林富男訳『文化人類学入門』）、Psychology 
and culture および Limited Possibility in Develpoment、ミルケの『民族学:學説・展望』（及川宏
訳）。(6)「会記録 日仏社会学会」。内容は日仏社会学会の成立当初の記録･会員名などが記載
されている。(7)表題はなし。内容はデュルケムについての読書ノート。(8)「社会学理論研
究覚書(Ⅰ)」。内容は以下の著書へのコメント。ヴァルターの  Zur Verwirklichung einer 
vollständigen Soziologie、フライヤーの Soziologie als Wirklichkeitswissenschaft、マッキーヴァ
ii 
 
ーのGegenstand und Methode der Soziologie、ギンズバーグのGrenzen auf Aufgaben der Soziologie、
池上鎌三「哲学的精神の覚醒」（『理想』第 155 号）、松本潤一郎『現代社会学説研究』。（9）
「To ISA and Europe 1956 Feb.」。内容は ISA 大会出席時のノート。(10)「研究メモ」。内容は
以下の著書へのコメント。コルブの A Study of Rural Society、ジョーンズの Social Surveys。
(11)「アメリカ旅行日誌 1963 年 12 月」。内容はアメリカ知人芳名録など。(12)「Traveller's 
manuscript」。内容はヨーロッパ訪問時の手紙、日記である。 
最後に、未公刊の翻訳原稿がある。表題は「プロイス著 自然民族に於ける精神文化」で











なお本研究は JSPS 科研費 JP25380693、JP17K04150 の助成を受けたものである。 
 


















































































































































































































































































現象はすべて理念型より不完全なものとなる惧れがある。そ は理念型の構成が出来る丈多くの個別的事象からその「本質的特徴」を抽出して来れば来る丈さうなる である。そして れは益々ウトピーに高昇 てし ふのである。
 







































の形態を無視しそれを超えようとしてゐる点がそれである。類型の厳密な成立に於いては民族的な差異が非常に重大なのである。資本制経済の如きものであってもそれが大切であ のは資本制経済 発達の地盤になるものが夫々の民族に於ける社会関係 形態であるからである。
 

























































































そこでウェーバーの如く意志目 や価値措定 原理的所与として一定の意志目的や価値措定には一 の行為形式が表れ うに考へる事は、それ自身は明証を可能 すると も他の とる場合に明証を持ち得ない
事になる。つまり一定の尺度に合わないからであ

























































為はさう多いものでは い。我々の生活に於い 合理的側面と理的側面は表裏一体 ものであるから、これ 捉へる事が社会学の重要な問題となるのである。目的合理的といふ言葉もあ が非合理的 も
のもある。非合理的なものは合理的な考察は出来ぬと
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通して生ずる民族的特質の傾向には或る共通性が生ずるのはそこに民族的特質の相互浸透が生じてゐるからで上下関係に必 発現 て来る特質 傾向が見ら
れる。我々は個々の社会関係を種別する事に
より、その中に類型を樹てる事が出来るがこの 別された社 関係を超えて共通 抽象的類似性を求める事が出来 事 知らねばならぬ
 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































験的に発見できない。それはウトーピーである。そして歴史 な仕事としては、あらゆる個々の場合 おいて、現実がかの理念的形象に如何に近く又は遠く立ってゐるかを確定 任務が発生する」 同上一九一頁）
 



















































































































































































































しかもこの純粋な類型はそれが益々 あるが故 現実には示されないといふ であるが、これが現実の社会関係から抽象される方法は、複合的な現実を比較的原初 な構成部分に分解し夫々の部分の作用の仕方を孤立化する事にあるとされ 。
 
































































































































































































































































▽現在に於ける一定の現象が諸状態 各種 一回的連鎖の結果る事は勿論否定し得ない であ が、こ 現象を規 するも が何であ かを原則的に確定する事 大切である。この事は諸個別科学は夫々の立場ですべて問題 せねばならぬ。社会 に於い は関係を規定する条件が問題である。
 






















































































































































































































































































































































概念と 間には差異がある。決 これらは として一定してゐない。もし客観的に固定した精細鋭敏あ 基準が立ち得るならこれによって現実は測定し得るがこの基準が動いてしまっては現実をどうして測定し得るか。
 





























































▼この場合に一つ 理念型が他 と因果関係にあるから、この関係を示す面のみが本質的な意義を持つといふのである。そしてこの理念型は十分な概念的純粋性に於いて代表されずに個別的にしか代表されてゐない 説明してゐる文化に於ける各種の現象の相互関係を因果関係といふ概念
に還元する事は果して正しいであらうか。






































諸実在の特定の成分との に存す 因果関係は種 形をとる事を説く。
 












まり彼等の間に分散して作用する「理念」自体を概念的に明確に把捉する為には れがいくらか複雑な思想形象だとすると、またもや一つの理念型に依るの他はない。何故なら経験的にはその理念は、その数が不定で変化する多くの個人の頭の中に生きており、 こで形式と内容、明瞭さと意味と 上で多様の陰翳を受けるからである」
 

































きかといふ基準がなければならないからこの基準を科学的立場って決定し、或るものを選択す 。この場合 その立場に於け 価値判断が行はれるのは必至である。
 
































































































































































この意味に於いて類型は他に転換する契機を含むといふ事が出来る即ち単に固定不変の概念で ないのであ 。社会関係 は個々の社会関係を包むものであるが故に社会関係の
基本構造的意味を反
映する。そしてその構造的意味に従って、 は単に集団性を示すものでない事は明かであるから、歴史 が構造的意味 従っ 含まれると知らねばならぬ。
 





























































































































































































































































































































































これを如何にして創り上げ かといふと、この文化現象の内に含まれる様々の現象 に個有独自の様式であ と合理的に考へ
39 
 











ものには数個といふやうに存在し、こ の高昇 よって一つ 理念型に創り上げられる。こヽでは に類種概念 ない。これは概念的な純粋性に於いて現実の中に ない。類種概念に於いて 種差が捨象されるので勿論こヽには或 種の抽象化は行わ るが、理念型の場合は個別的特性に類型を構成して行く。
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